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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

 上越市は23日に臨時市議会を招集し、

国による出産・子育て応援交付金事業と

して実施する経済的支援の経費などの補

正予算等を提案しました。 

 補正予算の主なものは次の通りです。 

◇ ふるさと納税による寄附金の見込み

額にあわせ、上越市ふるさと上越応援

基金積立金と返礼品代等を増額。 

◇ マイナンバーカードの交付申請期限

の延長に伴い、カードの取得等に対応

する窓口体制を継続。 

◇ 出産・子育て応援交付金を活用し、

妊娠・出産・育児関連用品の購入や子

育て支援サービスの利用等に対する経

済的支援として、妊娠届出時に５万

円、出生届出後に新生児１人につき５

万円を支給。 

◇ 春先の育苗用地や耕作道の消雪作業

が早期化していることを踏まえ、緊急

消雪促進対策事業費補助金の交付対象

を判断する基準日を、現行の４月１日

に加え、３月15日にも設定。 

◇ エネルギー価格等高騰支援金の交付

申請の増加に伴い今後の所要額を増

額。 

◇ 道路整備、道路・橋梁修繕、消融雪

施設、公園施設の更新など、来年度の

計画事業の一部を、国の補正予算を活

用して前倒しして実施。 

 他の議案としては、浄化センター機能

高度化事業の一部を前倒しして実施する

ための下水道事業会計補正予算、国の

「電気・ガス価格激変緩和対策事業」に

よる補助金を活用して都市ガス料金を値

引きすることに伴い、財源の組替えを行

うガス事業会計の補正予算が提案されま

した。 

 日本共産党議員団は、市民生活を支援

するための補正予算がほとんどであるこ

とを評価し、全議案に賛成しました。 

 なお、委員会審議と討論では、春先除

雪で県が前向きになるよう働きかけるこ

とが重要であることと、利便性があまり

なく多くの危険性があると指摘されてい

るマイナンバーカードの交付窓口体制の

継続は問題であることを指摘しました。 
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上越保健所管内新型コロナ感染症 

感染者発生状況（1月22日現在） 

１／１６～１／２２ 

感染者総数    832人(前週-249) 

１日平均  118.9人(前週-35.5) 

 

 市議会文教経済常任会は18日、佐渡汽船

小木直江津航路に対する行政からの支援に

ついての勉強会を行いました。 

 同航路には、佐渡汽船株式会社に昨年出

資した｢みちのりホールディングス｣による

経営立て直しの一つとして、カーフェリー

「こがね丸」がこの春にも就航する予定で

あることが報道されており、内外の関心を

集めています。 

 小木直江津航路は、佐渡市だけでなく当

市にとっても重要な航路であるだけに、両

市と県が今後どのような形でかかわってい

くのか、市民からも注目されています。し

かし、この日の勉強会では県、会社など関

係する方面との合意が確定されていない

中、詳しいことは公表できないなどとし

て、明確なことは明らかにされませんでし

た。 

 仮に行政が重ねて支援するとすれば、そ

の基になるのは市民の貴重な税金ですか

ら、市民の納得を得る意味でも、一刻も早

く明らかにして、公明正大に行うことが重

要ではないでしょうか。 
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